
県
内
初
、
取
手
市
議
会
が
意
見
書
可
決

東
日
本
大
震
災
以
降
、
停
止
し
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
問
題
で
、

取
手
市
議
会
は
最
終
日
の
２８
日
、
同
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
ず
、
廃
炉
と
す
る
よ
う
求
め
る

意
見
書
を
、

１６
対
１０
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
県
原
子
力
安
全
対
策
課
で
は
、
県
内
の
市

町
村
議
会
か
ら
再
稼
働
を
認
め
な
い
意
見
書
が
出
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い

と
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
●

．
　

．̈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
宏
子
）

首
相
、
衆
参
議
長
一
県
知
事

‥
ら
に
提
出

へ

同
意
見
書
は
、
「
福
島
第
１

原
発
事
故
は
原
発
の
危
険
性
を

国
民
の
前
に
明
ら
か
に
し
、
過

酷
事
故
は
起
き
な
い
と
い
う
安

全
神
話
は
崩
れ
た
」
と
し
、
さ

ら
に
東
海
第
２
原
発
に
つ
い
て

「
も
し
津
波
が
あ
と
少
し
高
か

っ
た
ら
電
源
を
す
べ
て
失
い
、

福
島
第
１
原
発
と
同
じ
よ
う
な

深
刻
な
事
態
に
な
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
上
で

「
福
島
第
１
原
発

か
ら
半
径
２０
♂
圏
内
は
立
ち
入

り
禁
止
と
さ
れ
、
住
民
は
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

が
、
東
海
第
２
原
発
か
ら
２０
計

圏
内
は
福
島
の
１０
倍
の
７．
万
人

が
暮
ら
す
国
内

一
の
人
口
密
集

地
で
、
県
庁
も
含
ま
れ
る
」
、

さ
ら
に
同
原
発
は

「
運
転
開
始

か
ら
３２
年
が
経
過
し
老
朽
化
に

よ

る

ト

ラ
ブ

ル
も

起

き

て

い

る
」
と
し
、
①
県
原
子
力
防
災

計
画
を
見
直
し
、
安
全
対
策
や

避
難
計
画
を
立
て
る
②
同
原
発

の
再
稼
動
を
認
め
な
い
③
廃
炉

を
事
業
者
に
求
め
る
「
な
ど
と

し
て
い
る
。

意
見
書
は
加
増
充
子
氏

（共

産
）
、
貫
井
徹
氏

（公
明
）
、
小

泉
員
理
子
氏

（あ
し
び
）
、
朝

比
奈
通
子
氏

（結
い
の
会
）
の

４
氏
が
提
案
し
た
。

２９
日
以

降
、
首
相
、

・経
産
相
、

環
境

相
、
衆
参
両
議
長
、
県
知
事
に

提
出
す
る
。

東
海
第
２
原
発
は
３
月
１１
日

の
震
災
で
停
上
し
、
５
月
れ
日

か
ら
定
期
検
査

に
入

っ
て
い

る
。
当
初
計
画
で
は
１１
月
中
旬

，に
再
稼
働

（調
整
運
転
）
す
る

予
定
だ

っ
た
が
、
震
災
に
よ
り

タ
ー
ビ

ン
の
翼
が

一
部
損
傷

し
、
日
本
原
電
は
１１
月
の
再
稼

働
の
時
期
を
延
長
す
る
と
発
表

し
て
い
る
。
延
長
期
間
が
い
つ

ま
で
に
な
る
か
は
、

１０
月
以

降
、
改
め
て
発
表
さ
れ
る
見
通

し
。　
　
　
．


